
 

平成２８年度 

第６回 千葉県湾岸地域渋滞ボトルネック検討ＷＧ 

 

日 時：平成２９年１月３１日（火）  

１５：００～ 

 

場 所：千葉国道事務所 ２０２会議室 

 

議 事 次 第 

 

 

１．開 会 

 

２．挨 拶（千葉国道事務所長） 

 

３．出席者の紹介 

 

４．議 事 

 

（１）京葉道路の渋滞対策について 

 

（２）その他  

 

 

５．閉 会 

 
（配付資料） 

資料１ 京葉道路 渋滞対策 
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首都圏渋滞ボトルネック対策協議会 

千葉県湾岸地域渋滞ボトルネック検討ワーキンググループ（ＷＧ） 

運営規則（案） 

 

（趣旨） 

第１条  本規則は、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」（以下「協議会」という。）の審議に基づい

て設置する「千葉県湾岸地域渋滞ボトルネック検討ワーキンググループ」（以下「ＷＧ」とい

う。）の組織、委員、庶務、その他の事項に関して必要な事項を定める。 

 

（目的） 

第２条  WG は、首都圏の主要渋滞箇所の「対応の基本方針」に基づき、千葉県湾岸地域（浦安～

木更津）の渋滞を解消し、円滑な交通流を確保するため、関係機関相互の調整を図りつつ、

渋滞ボトルネック箇所について効果的な対策の立案・検討を行うことを目的とする。 

 

（審議事項） 

第３条  ＷＧは、第２条の目的を達成するため、次の事項について審議を行うものとする。 

（１） 渋滞発生状況の把握 

（２） 優先対策区間の選定 

（３） 渋滞要因の分析 

（４）渋滞対策の検討 

（５）その他、前条の目的を達成するために必要な事項 

 

（組織） 

第４条  ＷＧは、第２条の目的を達成するために各種関係団体、各行政機関等をもって組織する。 

２． ＷＧには座長を置き、座長は国土交通省関東地方整備局千葉国道事務所長とする。 

３． 座長に事故がある時は、座長があらかじめ指名したものが、その職務を代行する。 

４． ＷＧの構成は、別表－１のとおりとする。 

      ただし、必要に応じ座長が指名する者を、委員として参加させることができる。 

 

（事務局） 

第５条  WG の運営に係わる事務を行わせるため、事務局を置くものとする。 

２． 事務局は、国土交通省関東地方整備局道路部道路計画第一課、道路計画第二課、計 

画調整課並びに千葉国道事務所計画課に置くものとする。 

 

（規則の改正） 

第６条  本規則の変更は、本 WG の議決によらなければならない。 

 

（補足） 

第７条  本規則に定めるものの他必要な事項はその都度協議して定める。 

 

付 則  本規則は、平成２５年１２月２５日から施行する。 



 

別表－１ 

 

千葉県湾岸地域渋滞ボトルネック検討ＷＧ名簿 

 

所 属 役 職 備 考 

関東地方整備局 千葉国道事務所長 座 長 

首都国道事務所長  

道路部 道路計画第一課長  

道路部 道路計画第二課長  

道路部 計画調整課長  

千葉県警察本部 交通規制課長  

千葉県 県土整備部 道路計画課長  

千葉市 建設局 道路部長  

東日本高速道路(株) 関東支社 総合企画部 総合企画課長  

関東支社 千葉管理事務所長  

関東支社 市原管理事務所長  

関東支社 千葉工事事務所長  

首都高速道路(株) 計画・環境部 計画調整課長  

計画・環境部 快適走行推進課長  

事務局 関東地方整備局 道路部 道路計画第一課  

関東地方整備局 道路部 道路計画第二課  

関東地方整備局 道路部 計画調整課  

関東地方整備局 千葉国道事務所 計画課  

 



京葉道路 渋滞対策

平成２９年 １月３１日

資料１



１．渋滞発生要因

1

○下り（市原方面） ： 穴川IC先のサグ、ＩＣの分合流による影響で速度低下して渋滞が発生

○上り（東京方面） ： 花輪IC先の上り坂、幕張IC付近の上り坂・カーブ、及び貝塚IC先のサグによる影響の他、IC・JCTの
分合流による影響で速度低下して渋滞が発生
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【京葉道路(市川IC~蘇我IC)の渋滞発生状況】 資料：NEXCO東日本
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■車線運用状況

幕
張

至 東京

至 木更津

写真① 花輪IC付近から東京方面を撮影

至 東京

至 木更津

写真② 穴川西IC付近から木更津方面を撮影

貝
塚

凡 例
：平日・休日のいずれかで

25km/h以下を有する箇所
：平日・休日のいずれかで

40km/h以下を有する箇所
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市
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船橋TB
ふなばし

千葉西TB
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千葉西TB
ちばにし

船橋TB
ふなばし

サグ及びIC分合流

上り坂、カーブ、IC分合流及び
一般道アクセス

上り坂、IC分合流及び
一般道アクセス サグ及びIC分合流 JCT分合流

写真①
写真②

宮
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T

再掲
（第２回ＷＧ資料）

※プローブデータ（H25年1月～10月）より

サグ部

サグ部
サグ部

サグ部

サグ部

サグ部

サグ部
サグ部

サグ部サグ部サグ部

サグ部サグ部
サグ部

サグ部
サグ部

サグ部



２．渋滞箇所及び渋滞発生要因

2

再掲
（第３回ＷＧ資料）

※プローブデータ（H25年1月～10月）より

写真①
写真②

至

東
京

至

市
原

船橋TB
ふなばし

千葉西TB
ちばにし

千葉西TB
ちばにし

船橋TB
ふなばし

至

東
京

①上り（東京方面）：ＩＣの分合流の速度低下、花輪ＩＣ先の上り坂、幕張ＩＣ先の上り坂・カーブによる影響で渋滞が発生

②上り（東京方面）：ＩＣ・ＪＣＴの分合流の速度低下、貝塚ＩＣ先のサグによる影響で渋滞が発生

③下り（市原方面）：ＩＣの分合流の速度低下、穴川ＩＣ先のサグによる影響で渋滞が発生

【京葉道路（市川ＩＣ～蘇我ＩＣ）の渋滞発生状況】

■車線運用状況

至 東京

写真① 花輪IC付近から東京方面を撮影
至 木更津

写真② 穴川西IC付近から木更津方面を撮影

凡 例
：平日・休日のいずれかで

25km/h以下を有する箇所
：平日・休日のいずれかで

40km/h以下を有する箇所

渋滞箇所① 渋滞箇所②

渋滞箇所③

写真①
写真②

渋滞の発生を抑制するために

・京葉道路の交通容量拡大が効果的

渋滞要因 渋 滞 対 策

交通容量超過
・拡幅、別線整備
・ＩＣ加減速車線の延伸、中央分離帯改築
・ランプ改良

・車線運用の変更
・速度回復を促す情報板
・時間・経路分散方策（迂回の情報提供）など



至

東
京

至

東
京

３．渋滞対策（案）

■車線追加による交通容量の拡大

・穴川IC～貝塚IC[上り]付近、宮野木JCT～穴川IC[下り]付近において拡幅し、車線を追加

・貝塚IC～千葉東JCT[上り]付近の貝塚トンネル部において、トンネルを新設し、既設国道トンネルを

京葉道路に転用する案なども含め、検討。

※事業実施段階で、用地取得等に一定の時間が必要

※貝塚トンネル部については、既設国道の渋滞対策とも整合性を図りながら、構造的な検討調整が必要

今後、計画の詳細について、関係機関と協議を実施

至

市
原

至

東
京

渋滞箇所① 渋滞箇所②

渋滞箇所③

計画イメージ

※

※H26.4車線運用の
見直し済

至

市
原

至

東
京

■車線運用の見直しによる交通容量の拡大

・船橋IC～武石IC[上り]付近、穴川IC～貝塚IC[下り]付近において、既存幅員の中で車線運用を見直し

※安全対策について調整が必要

車線追加

上り 下り国道16号 国道16号

既存の道路幅員

車線運用の見直し

車線追加

拡幅

3

再掲
（第４回ＷＧ資料）



② 車線追加による交通容量の拡大

・貝塚ＴＮ付近対策について関係機関との協議を実施中

４．渋滞対策の進捗状況

至

東
京

渋滞箇所① 渋滞箇所②

渋滞箇所③

①-1

至

市
原

②貝塚TN付近

③付加車線

①-2

4

渋滞箇所② （上り）貝塚～千葉東ＪＣＴ間渋滞箇所① （上り）船橋～武石間

①-1 既存幅員の中で車線運用

・幕張IC及び花輪ICの加減速車線延伸工事を実施中

・H29年春の完成を目指す

①-2 既存幅員の中で車線運用

・①-1の加減速車線間を接続することを検討

渋滞箇所③ （下り）宮野木ＪＣＴ～穴川間

③ （下り）穴川～貝塚間

・穴川ＩＣ～貝塚ＩＣ付近の付加車線は平成２８年６月１日に供用開始



■平面図

武石IC幕張IC花輪IC

武石IC幕張IC花輪IC
船橋IC 船橋TB

船橋TB

至

市
原

至

東
京

船橋IC

対策延長：約５km
既存車線幅員の見直し

事業中

■標準横断図

【対策前】 【対策後】

車線車線路肩 中央帯

本線

車線車線 中央帯

本線

付加車線路肩
側帯

相当幅

対策前
中央帯CL

５．渋滞対策（案） 渋滞箇所①-2 船橋IC～武石IC間（上り）

〇花輪ＩＣ分合流部付近のサグ及び幕張ＩＣ減速車線の上り坂の影響による渋滞（速度低下が要因）の対策として、加減速車線間
○に付加車線を設置し接続

※現用地内での対策を検討
※対策後の規格値（幅員等）は協議中

：事業中箇所

：対策箇所

凡例

5



クレスト
▼25.7KP

至　市原

上り坂
１．８０％

上り坂
２．６７％

上り坂
０．７７％

上り坂
３．２４％ 貝塚ICへ

の流出車

穴川ICから
の流入車

東京方面から
の本線車

付加車線

走行車線

追越車線

下り本線車線
貝塚ＩＣ

穴川ＩＣ（東）

穴川ＩＣ（中）

クレスト
▼26.8KP

▲サグ
26.5KP

▲サグ
25.1KP

至　東京

上り坂
１．３４％

上り坂　１．４０％

上り坂
１．８３％

貝塚ICから
の流入車

穴川ICへ
の流出車

上り穴川～貝塚付加車線　L ＝ ０．９ km

市原方面から
の本線車

追越車線

走行車線

上り本線車線

付加車線

A

A'

B

B'

○平成２８年６月１日に穴川ＩＣ～貝塚ＩＣ間（下り線）の付加車線を運用開始。

○穴川ＩＣ～貝塚ＩＣ間の渋滞発生回数は約８割減少（1.2回/日⇒0.2回/日）、渋滞時間は約７割減少（3.0時間/日 ⇒0.8時間/
日）。

貝塚ＩＣ

付加車線（下り線） H28.6.1運用開始

下り線（市原方面）

上り線（東京方面）

下り線（市原方面）

上り線（東京方面）
撮影時期：H23.7 撮影時期：H28.6

 

上り線 Ｈ２６．４．２４運用開始（Ｌ＝０．７ｋｍ） 

下り線① Ｈ２６．５．２８運用開始

（Ｌ＝０．６ｋｍ） 
下り線② Ｈ２８．６．１運用開始（Ｌ＝１．９ｋｍ） 

穴川ＩＣ

貝塚ＩＣ

付加車線L=0.6km
H26.5.28運用開始

付加車線L=0.7km
H26.4.24運用開始

付加車線L=1.3km
H28.6.1運用開始

穴川ＩＣ

６．穴川IC～貝塚IC（下り） 渋滞対策後の効果検証（速報）

国土地理院の電子国土Webシステムから提供されたものである

1.2

0.2

対策前 対策後

3.0

0.8

対策前 対策後

【平均渋滞回数（回/日）】

【平均渋滞時間（時間/日）】

約8割減少

約7割減少

※平均渋滞回数（回/日）：穴川Ｃ～貝塚ＩＣ間を先頭とする交通集中渋滞回数を集計期間で平均した値
※平均渋滞時間（時間/日）：穴川ＩＣ～貝塚ＩＣ間を先頭とする交通集中渋滞の渋滞時間を集計期間で平均した値
※渋滞の定義：時速25㎞/h以下で低速走行あるいは停止発進を繰返す車列が、1㎞以上かつ15分以上継続した状態
※対策前：H24.5.30（水）～H24.10.29（月）
※対策後：H28.6.1（木）～H28.10.31（月）

資料：ＮＥＸＣＯ東日本 トラカンデータ
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492253 72 58 43 76 78 720454 81 78 498434 74 77 8643 83 240035 84 72832
820749 67 57 15 74 75 491723 76 76 465825 74 76 6802 79 824868 83 17638
118247 68 53 14 72 81 010355 81 83 413874 79 81 4018 84 189562 86 74835
450621 76 59 61 83 87 627024 91 90 781808 88 88 546 91 622431 91 57442
355579 80 64 73 90 92 16918 95 93 792378 92 91 7494 93 537776 93 04798
835523 78 64 54 91 90 642408 92 90 647626 89 89 0184 90 433209 89 1078
926379 67 54 85 69 69 973598 71 70 978669 69 68 0325 69 162621 75 89307
340052 53 41 05 49 55 920699 58 59 496185 58 58 8277 61 012594 71 47463
756135 54 44 15 54 57 372876 61 62 140908 60 61 0018 65 749374 74 25141
165356 49 39 58 50 56 874155 60 61 425023 58 61 1791 66 460352 74 35989
094937 52 39 77 50 57 675442 63 63 737188 62 64 2247 67 633335 74 70717
963484 56 44 46 56 63 118742 66 68 336999 66 67 3282 69 82409 76 62915
755075 61 48 35 64 69 195911 73 74 279726 72 72 715 75 026129 79 5305
522137 69 58 23 80 79 540672 82 81 693281 76 77 945 81 206301 81 9973
514119 73 62 02 86 81 9607 83 83 699017 80 80 1438 83 205629 82 41485
459914 73 62 58 85 81 523914 83 83 129479 80 80 5019 83 357706 82 06764
825072 73 62 5 84 79 807513 81 80 88174 78 79 7209 82 347326 81 37790
850654 71 61 42 81 74 306979 75 75 799597 75 76 4333 79 473804 79 26218
460653 71 59 82 78 75 448343 77 78 074341 76 78 5149 81 923461 80 98519
463239 74 62 8 84 80 938741 84 84 410093 80 82 3475 86 178161 83 66032
653306 76 63 36 86 85 877493 88 87 286857 82 83 9328 88 640649 85 17680
361668 75 62 47 84 83 924446 84 83 453597 79 78 5522 82 429457 83 01351
088264 72 59 65 80 80 839737 80 80 062457 76 75 7696 79 791023 81 15682
4 13236 71 59 80 82 328682 83 82 374742 80 79 9152 83 510564 83 88110

362264 76 60 47 86 87 944288 78 85 950214 65 65 1817 76 583114 81 13508
713172 77 60 33 86 88 853861 81 86 155661 68 70 9951 79 249188 81 41410
125887 77 59 26 87 90 50131 82 86 871727 74 70 843 80 172361 84 72518
235581 79 60 21 87 91 243181 87 89 035367 76 76 4797 82 838019 85 84379
067251 80 61 11 88 93 208541 91 91 160106 76 79 0483 87 473489 85 59048
385828 77 60 65 88 89 440251 86 86 92068 79 81 3911 85 988615 84 56454
447743 59 45 03 50 52 825548 45 47 010196 42 53 7499 62 700484 70 07786
580642 37 27 24 25 33 221274 28 29 168683 29 47 1169 59 639552 66 48075
932863 32 26 25 34 976658 30 33 830082 32 51 3978 61 772986 65 55541
759839 37 28 82 28 40 4909 35 38 3663 37 52 9878 63 468253 67 21045
108623 35 29 47 28 42 490316 38 41 973525 40 53 8454 63 045897 68 85277
216134 44 32 57 35 47 859866 41 45 854873 42 54 6829 63 935418 68 66976
906158 52 43 3 49 61 156963 53 57 575849 48 59 431 67 164634 70 89819
061954 63 47 78 60 68 379395 60 65 767549 54 61 2739 69 839638 71 64714
760162 67 53 01 74 74 850993 64 69 816341 57 63 2531 69 535328 72 03201
664636 73 58 64 82 79 277277 69 73 054416 56 63 1741 69 088282 70 87995
824755 72 58 27 80 76 25067 67 71 0444 54 62 4897 66 317755 71 58057
468527 66 53 5 58 59 495164 51 54 470785 43 55 2381 59 680588 67 49167
088513 64 46 46 42 48 468392 42 44 930232 38 52 8293 61 218615 68 92759
898114 69 57 69 74 73 654224 62 64 531966 48 59 7238 68 189401 68 54433
890141 69 59 61 80 84 398278 73 79 906081 61 67 988 77 775083 75 22908
172006 74 59 31 81 84 918812 76 81 285525 62 63 525 73 802136 78 83654
239146 76 60 12 85 87 153632 76 81 219195 57 60 389 71 806629 79 15507
527429 75 59 32 84 86 613827 74 82 462395 62 66 8438 73 293659 81 87506

至

市
原

至

東
京

穴川IC(西) 貝塚IC宮野木JCT

宮野木JCT 貝塚IC

穴川IC(中)

穴川IC(西) 穴川IC(東)

貝塚TN千葉西TB

下り

上り

６．穴川IC～貝塚IC（下り） 渋滞対策後の効果検証（速報）

○付加車線設置により、宮野木ＪＣＴ～貝塚ＩＣ間（下り）の速度が向上

○宮野木ＪＣＴ～貝塚ＩＣ間（下り）の混雑区間における混雑時間帯の所要時間が約４割短縮（8分⇒5分）。

■対策概要 付加車線設置 約1.3km
（H28.6）穴川ＩＣ～貝塚ＩＣ間（下り）に付加車線を設置

対策前

対策後
凡 例
＜速度＞

25km/h以下

25～40km/h以下

40～60km/h以下

60km/h以上

■旅行速度（全日、下り）

宮野木ＪＣＴ～貝塚ＩＣ間 約５．１km

0時台

6時台

12時台

18時台

23時台

0時台

6時台

12時台

18時台

23時台

旅行速度が約６割向上
（39km/h → 64km/h）

○混雑区間における所要時間
（6時～12時台）

8分

5分

対策前 対策後

約４割短縮
（３分）

※対策前：プローブデータ H25.6～H25.10
※対策後：ETC2.0プローブデータ H28.6～H28.10
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